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『現代の国語』
伝わるように話す ～相手に伝わるような話し方を考えよう！～
本校の教育活動の中では、今後さまざまな場面で自分が研究した内容を目の前の相手に「話して伝

える」場面が多くなります。それに備えて、現代の国語では「伝わるように話す」と題して、自分が
伝えたいことを目の前の相手に伝える時に、どのように話せばよりよく伝わるのかをグループワーク
で学習しました。実際に話す内容について考えるだけでなく、「どのような点に気を付けたか」「ど
のようなことを話し合ったか」についてもセットでまとめることで、「伝わるような話し方」を考え
る時に気を付けるべきことについて、色々な場面で利用できる考え方を学んでいます。これからの発
表活動に活かしてくれることを、楽しみにしています！

▲ グループワークの最初は、メンバーの意見
交換から。相手の話を真剣に聞いています

▲ グループでの話し合い。「何を話したか」
もこの後の発表で共有します。

▲ 前のスクリーンの発表内容を見ながら、発
表内容を聞いています。これから自身の研
究を発表するときの参考になったはず！
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